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舞鶴市長選挙

ひ
と
・
ま
ち
が
輝
く
未
来
創
造
・
港
湾
都
市

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
の
実
現
に
向
け
て

　
２
月
３
日
の
市
長
選
挙
で
再
選
を
果
た
し
た
多
々
見
良
三
市
長

の
登
庁
式
が
２
月 

12
日
に
行
わ
れ
、
市
役
所
玄
関
前
で
出
迎
え
た

多
く
の
市
民
や
職
員
を
前
に
、
市
政
推
進
に
向
け
て
の
抱
負
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
に
執
行
さ
れ
た
舞

鶴
市
長
選
挙
で
、
３
期
目
の
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
２
期
８
年
間
、
皆

さ
ま
の
信
託
を
受
け
て
、
自
分

の
で
き
る
限
り
の
仕
事
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
目
線

で
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
た
効
率

的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
改
革
、

高
速
道
路
網
や
治
水
対
策
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
の
市
民
や
企

業
の
皆
さ
ま
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
の
土
台
作
り
を
行
っ
て
き

た
つ
も
り
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
時
点
で

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
、
ま

ち
が
変
わ
っ
た
と
認
識
さ
れ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
思
い
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
１
期
４
年
で
８
年
間
の
実

績
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
ま
ち

を
発
展
さ
せ
た
い
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
ま
ち
が
元

気
に
な
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
第
７
次
の
総
合
計
画
で
、
今

後
や
る
べ
き
仕
事
は
お
お
む
ね

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
掲

げ
る
「
先
端
技
術
な
ど
を
取
り

入
れ
た
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
が

で
き
る
ま
ち
舞
鶴
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
市
民
や
事
業
所
が

元
気
で
、
そ
し
て
市
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
集
ま
る
ま
ち
、
連

携
を
大
切
に
し
て
発
展
す
る
ま

ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
一
人
で

で
き
る
仕
事
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、

府
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し

て
、
こ
の
ま
ち
を
思
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
国
会
議
員
の
皆
さ

ま
、
さ
ら
に
は
、
市
内
の
事
業

者
の
皆
さ
ま
、
市
内
の
各
種
団

体
の
皆
さ
ま
、
全
員
野
球
で
こ

の
ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
日
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い
た
だ

き
、
全
員
野
球
の
精
神
で
共
に

50
年
先
、
１
０
０
年
先
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多々見氏が再選
　任期満了に伴う舞鶴市長選挙が
２月３日に実施され、多々見良三
氏が再選しました。任期は２月 18
日から４年間。

▪当日の有権者数　 68,468 人
▪投票者数　　　　 28,175 人
▪投票率　　　  　　 41.15 ㌫
▪得票数
　多々見　良三 氏　19,496 票
　塚﨑　泰史 氏　　　7,880 票

投・開票結果

▲決意を述べる多々見市長

３
期
目
が
ス
タ
ー
ト

市
で
は
平
成
27
年
に
策
定
し
た

「
舞
鶴
市
教
育
振
興
大
綱
」（
平
成
27

～
30
年
度
）
が
30
年
度
末
で
満
了
に

な
る
こ
と
か
ら
、次
期
4
か
年（
２
０

１
９
～
22
年
度
）
の
大
綱
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
新
た
な
教
育
振
興
大

綱（
案
）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ

き
意
見
を
募
集
し
ま
す
。大
綱
（
案
）

の
概
要
は
左
表
の
と
お
り
。

【
提
出
方
法
】

様
式
は
自
由
。住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
「
舞
鶴
市
教
育
振
興

大
綱（
案
）に
対
す
る
意
見
」と
明
記

教
育
振
興
大
綱（
案
）に
ご
意
見
を

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

舞
鶴
っ
子
を
育
て
た
い

し
て
、郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
教
育
企
画
課

へ
。匿
名
、電
話
、口
頭
で
の
意
見
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。下
の

コ
ー
ド
か
ら
も
提
出
可
。

【
募
集
期
間
】

３
月
23
日
㈯
ま
で

【
大
綱（
案
）の
公
表
場
所
】

教
育
企
画
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中
央
・

東
・
西
・
南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会

館
、東
・
西
図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
て
最
終
案
を
作
成
。ま
た
、
意
見

市
で
は
平
成
28
年
に
策
定
し
た

「
舞
鶴
市
乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
平
成
28
～
30
年
度
）が
、
30
年
度
末

で
満
了
に
な
る
こ
と
か
ら
、
基
本
理

念
や
育
て
た
い
子
ど
も
像
な
ど
、
根

幹
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
は
継
続
し

つ
つ
、
施
策
の
推
捗
に
合
わ
せ
て
文

言
の
追
加
・
修
正
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
「
舞
鶴
市
乳
幼
児
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
（
改
訂
案
）」
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン（
改
訂
案
）に
ご
意
見
を

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
を
目
指
し
て

の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
な
ど
を
整
理
し
、
公
表
し
ま
す

（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出
制

度
）に
基
づ
き
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

改
訂
案
の
概
要
は
左
表
の
と
お
り
。

【
提
出
方
法
】

様
式
は
自
由
。住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
記
入
し
「
舞
鶴
市
乳
幼
児
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
（
改
訂
案
）
に
対
す
る

意
見
」と
明
記
し
て
、
郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

幼
稚
園・保
育
所
課
へ
。匿
名
、電
話
、

口
頭
で
の
意
見
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。下
の
コ
ー

ド
か
ら
も
提
出
可
。

【
募
集
期
間
】

３
月
23
日
㈯
ま
で

【
改
訂
案
の
公
表
場
所
】

幼
稚
園
・
保
育
所
課
、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
西
支

所
、加
佐
分
室
、中
央
・
東
・

西・南
公
民
館
、大
浦・城
南

会
館
、
東
・
西
図
書
館
。市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取

り
扱
い
】

提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
て
最
終
案
を
作

成
。ま
た
、
意
見
の
概
要
と

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
な
ど
を
整
理
し
、
公
表

し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公

表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、幼
稚
園
・
保

育
所
課
（
☎
66
・
１
０
０

９
、ＦＡＸ
62・９
８
９
７
）へ
。

▼
詳
し
く
は
、教
育
企
画
課（
☎
66
・

１
０
３
４
、ＦＡＸ
62・９
８
９
７
）へ
。

教育振興大綱（案） 概要

育てたい子ども像

ふるさと舞鶴を愛し 夢に向かって将来を切り拓く子ども

基本理念

０歳から 15 歳までの切れ目ない質の高い教育の充実

基本方針

①生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進　
　❖切れ目ない教育の推進
　❖質の高い乳幼児教育の推進
　❖個性を伸ばし夢をかなえる学校教育の充実
　❖心身ともに健全な子どもの育成
②子どもを育てる教育環境の充実　
　❖教師等の資質能力の向上と指導体制の充実
　❖学校等における教育環境の充実
　❖高等学校等との連携の推進
③ふるさとを愛する心を育む教育の推進　
　❖ふるさと学習の推進
　❖グローバル社会に対応する教育の推進
④地域社会で支える教育と子育て支援の充実　
　❖家庭・地域との連携による教育と子育て支援の推進
　❖社会教育団体等との連携の推進
⑤心豊かな生涯学習の推進　
　❖市民の学習活動の推進
　❖市民スポーツの推進

乳幼児教育ビジョン（改訂案）の概要
育てたい
子ども像

❖主体的に取り組む子ども　❖自分も友達も大切にする子ども
❖意欲的に遊ぶ子ども

育てたい
力

主体的・意欲的な自分を育てるために育む力

❖自分で考え、判断し、行動する力「自己決定力」
❖自分の思いや考えを伝える力「自己表現力」
❖集中し、根気強く取り組み、考え工夫し、見通しを持つ力「自己調整力」

友達や集団の中の主体的・意欲的な自分を育てるために育む力

❖あいさつをする、感謝や謝罪等の自分の思いや考えを伝える、相手の
　思いを聞く、話し合うという「コミュニケーション力」 
❖ルールや約束を守ろうとする（規範意識）、認め合う、友達を思いやる、
　自分の気持ちをコントロールしようとする「調和する力（社会性）」

育てたい
こころ

  ❖安心できる居場所で「安心感」を抱くこと
  ❖信頼できる人と過ごす中で「信頼感」を持つこと
  ❖自分のやりたいことをやる中で「達成感」を感じること
  ❖自分のことが好きと感じる「自己肯定感」
  ❖自分もできる、やればできると感じる「自己有能感」
  ❖自分が人の役に立った、人から認められたと感じる「自己有用感」

基本方針

①質の高い乳幼児教育の充実

❖主体的な遊びと体験の充実
❖土台となるからだとこころの育成
❖発達に応じた支援の充実
❖ふるさと舞鶴を愛する“心を育てる”乳幼児教育の推進
❖保育者の質の向上の推進

②保育所・幼稚園・認定こども園、小学校、中学校の連携の充実

❖園・校種を越えた異年齢交流の充実
❖乳幼児期の学びと育ちをつなぐ連携活動の推進

③地域ぐるみの乳幼児教育の推進

❖保育所・幼稚園・認定こども園と家庭・地域の連携の推進
❖それぞれの役割と連携の推進


